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　成果の広報・公表

当 法 人 の SNS(Facebook、イ ン ス タ グ ラ ム、

LINE タイムライン ) にて当日の写真を添えて成

果などを公表しました。また、参加者には後日メー

ルなどで参加者アンケートを集計してまとめたも

のをお伝えしました。

　今後の展開

今回の課題として、1 回の講演会では「親なきあ

と」問題を全て理解し、自分の家庭に最も合う「親

なき後」の取り組み方を見つけることは難しかっ

たので、今後、より細かな名目で数回に分けたセ

ミナーを開催したいと思います。（例：「成年後見

人制度とは」「遺言を残す方法」「障がいのある子

への財産の残し方について」「今、私たちができ

ること」など）

また今回は親、きょうだい、支援者、どの立場で

も参加を可能にしましたが、それぞれの立場で悩

みや関わり方、できる事も変わってくるため、よ

り専門的に学ぶことを目的に、立場を分けたセミ

ナーの開催も行っていきたいと思います。

また今回、講師からお配り頂いた「親ごころの記

録」をより生かしていく為に、「親ごころの記録」

への記入を各家庭に委ねるのではなく、「親ごこ

ろの記録を記入する会」などの名目で、専門の講

師をお招きしながら記入を行う会を開催すること

で、より活きた親ごころの記録の作成ができるの

ではないかと考えています。
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　助成事業の概要

   成年後見制度を支える理念の一つである「自

己決定の尊重」は、実践現場では権利擁護の根

幹をなす「意思決定支援」により実現される。

　しかし、実践現場においては、「自己責任」を

ほのめかしたうえで「自己決定」を強く求める

ケースや、支援者の期待を窺わせて「自己決定」

を求めるケース、また、本人が信頼している支

援者等に決定を委ねることも「自己決定」の一

形態である認識の不十分さなど、理解の不足が

窺われるのが現状だ。

　「自己決定」を支える「意思決定支援」とは、

個別性があり、様々な要素を含み、さらに、寄

り添ったり俯瞰したりと視点や立ち位置を変え

ながら継続した援助の中で実現されていくもの

であるといえる。

　このことから、３年間「真の意思決定支援とは」

をテーマに視点を変えながら考え続けることで、

適切な利擁護実践が根付き、自分の意思を現す

ことが難しい人の権利が護られる地域社会を築

くことを目的に研修会を開催している。２年目

となる今年度は、上半期に講演会、下半期にワー

クショップを開催する予定だったが、新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大防止のため、集合研

修等の開催が困難になったため、オンライン研

修に変更し開催した。

    事業の成果

2020 年度テーマ「意思決定支援～あるべき姿

とは～」

　3 年間継続研修の 2 年目となる今年度は、新

型コロナウイルス感染症の影響により、当初計

画していた上半期・下半期の 2 回開催ができな

かったものの、オンライン形式で下半期に 1 回

開催した。

   昨年度の研修において「いま、現場で起こっ

ていること」の報告を受け、今年度は意思決定

支援の「あるべき姿」について考えるきっかけ

となる内容で講演会を開催した。

　研修を通して講師自身の経験談も交え、福祉

の現場における意思決定支援の難しさや、経験

を積んでもジレンマや無力感などとは無縁では

いられないことを共有した。その一方で、「前向

きな意思決定を支援する行動が、それを応援す

るという支援者や地域の方々の力が、このわず

か１５から２０年の中でもかなり地域の風景を

変えてきているのではないか」「意思決定を支え

ていくという基本を、毎日毎日小さなことを皆

が積み上げていくと、長い年月の中で、バリア

フリー、垣根の無い社会をつくっていく、段々

近づいていく」ことにつながってくるのではな

いか、と、諦めずに取り組み続ける必要性も共

有した。

　また、「人間としての対等性であるとか、安心

できる環境や地域であるとか、それから、答え

は無いけれども、支援者から見た課題解決を優

先しすぎない、意思を尊重する、やってみる、

それを本人が実感しながら自分の人生が歩めると

いうこと」が大切ではないか、との講師の考えに

触れ、参加者一人一人が改めて考えるきっかけと
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   成年後見制度を支える理念の一つである「自

己決定の尊重」は、実践現場では権利擁護の根

幹をなす「意思決定支援」により実現される。

　しかし、実践現場においては、「自己責任」を

ほのめかしたうえで「自己決定」を強く求める

ケースや、支援者の期待を窺わせて「自己決定」

を求めるケース、また、本人が信頼している支

援者等に決定を委ねることも「自己決定」の一

形態である認識の不十分さなど、理解の不足が

窺われるのが現状だ。

　「自己決定」を支える「意思決定支援」とは、

個別性があり、様々な要素を含み、さらに、寄

り添ったり俯瞰したりと視点や立ち位置を変え

ながら継続した援助の中で実現されていくもの

であるといえる。

　このことから、３年間「真の意思決定支援とは」

をテーマに視点を変えながら考え続けることで、

適切な利擁護実践が根付き、自分の意思を現す

ことが難しい人の権利が護られる地域社会を築

くことを目的に研修会を開催している。２年目

となる今年度は、上半期に講演会、下半期にワー

クショップを開催する予定だったが、新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大防止のため、集合研

修等の開催が困難になったため、オンライン研

修に変更し開催した。

    事業の成果

2020 年度テーマ「意思決定支援～あるべき姿

なった。　

   研修には、福祉従事者、医療従事者、学校関係

者などの支援者や障がいをお持ちの方等 32 名が

参加し、そのうち 14 名は昨年度の研修に 1 回以

上参加していた。

   質疑応答では、参加者から現在の支援における

悩みについての発言があり、講師からアドバイス

をする場面も見られた。

   今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響に

より急遽オンライン形式での開催となったため、

オンライン環境が整わないために継続参加を断念

した方もいた。また、昨年度同様、福祉従事者の

参加は多くみられる一方、障がい当事者の参加は

少なかった。

    成果の広報・公表

    「意思決定支援研修会」は、視点を変えながら

3 年間継続して考え続ける機会を提供することで

適切な権利擁護実践が根付くことが目的の一つで

あるため、年度ごとに報告書を作成し、研修参加

者に配布していくことを予定している。

    また、報告書については、今後、さまざまな

研修会等における配布を通じて、広く市民への啓

発に役立てていく予定である。

    さらに、当協議会のホームページに研修内容

等（写真を含む）を掲載し、広報を行っていく。

    今後の展開

   「意思決定支援研修会」は 3 年継続研修であり、

基本テーマのほか年度テーマを設定している。

　2019 年度に年度テーマ「意思決定支援～いま、

現場で起こっていること～」の研修内容を踏まえ、

継続研修 2 年目にあたる 2020 年度は、「意思決定

支援～あるべき姿～」をテーマとしてオンライン形

式での開催を行った。

　3 年継続研修は初めての試みであるが、1 年度ご

とに参加者一人一人に新たな気付きやこれまでの取

組等についての振り返りとともに、今後の取り組み

等についての方向性を見出せるよう、また、3 年間

終了後には、3 年間を通して一つの答えが出せるよ

う研修を進めていく。

　３年度目はワークショップ形式を取り入れる予定

であるため、障がいを持った方の参加や地域住民の

参加について、積極的に働きかけていく。
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